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住み慣れた地域で、できる限り自立し、つながり、共に支え合い、 

安心して暮らすことができるまちづくり 

第七次くだまつ高齢者プラン 基本理念 

 

１ 基本理念の設定                              

地域共生社会の実現に向け「第四次ふくしプランくだまつ」（下松市地域福祉計

画）の基本理念に沿って、「第七次くだまつ高齢者プラン」の基本理念及び基本目

標を次の通り設定し、地域共生社会の実現の中核的な基盤となる地域包括ケアシス

テムを深化・推進するため、高齢者の地域での生活を支えるためのさまざまな施策

を計画的かつ着実に推進します。 

なお、新型コロナウイルス感染症の流行を見極め、新しい生活様式に沿った運営

を念頭におきつつ、感染予防対策を講じながら、「第七次くだまつ高齢者プラン」

に基づいた施策や取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本方針・基本目標の設定                               

自助（自分らしい生活をするため、自ら努力すること）、互助（自助では難しい

ことをお互いに助け合い補完すること）、共助（助け合いの仕組みが組織化・制度

化されたもの）、公助（公的な制度、事業を通して生活支援などを行うこと）の考

え方のもと、地域に関わる全ての人が協働して、基本目標の達成を目指します。 

 

基本方針１ 包括的な相談・支援体制の構築 

 地域共生社会の実現に向け、支援を必要とする人が抱える複雑で複合的な地域生

活課題を把握し、関係機関との連携などにより包括的・重層的に支援する体制づく

りの構築を図ります。また、高齢者が、できる限り住み慣れた地域で自分らしく生

活を送ることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援を一体的・包括

的に提供する地域包括ケアシステムの深化・推進に努めます。 

第４章 計画の基本理念 基本方針 基本目標 

ふれあい、支え合い、しあわせのまち下松の実現 

第四次ふくしプランくだまつ 基本理念 



第４章 計画の基本理念 基本方針 基本目標 

34 

 

地域生活課題について総合的に相談に応じ関係機関と連絡調整などを行う体制や

支援を必要としているにも関わらず、誰にも相談しない、相談できない人などを把

握する体制の構築について、研究を進めます。 

 

基本目標１ 地域生活課題を抱える高齢者の相談・支援体制づくりの推進 

１ 包括的な相談・支援体制の構築 

２ 地域包括支援センターの機能強化 

取組等 （1）地域包括支援センター相談体制の充実 （2）認知症高齢者の早期対応の推進 

 （3）地域ケア会議の充実  

３ 地域における生活支援体制の構築 

取組等 （1）生活支援体制整備事業の推進 （2）民生委員・児童委員の活動支援 

 （3）ボランティア活動などの促進  

４ 権利擁護の推進 

取組等 （1）高齢者の虐待防止に向けた取組 （2）権利擁護の取組の推進 

 （3）成年後見利用制度の利用促進  

５ 就労や住まいの確保などに向けた支援 

６ 外出支援（移動サービス） 

取組等 （1）地域支え合いドライバー養成事業  

 

基本目標２ 見守り活動の充実 

取組等 （1）高齢者の見守り活動に関する協定 （2）認知症見守り声かけ訓練の実施 

 （3）くだまつ絆ネットの活用促進  

 

基本目標３ 認知症施策の総合的な推進 

１ 認知症に対する理解の促進 

取組等 （1）認知症サポーターの養成 （2）認知症見守り声かけ訓練の実施（再掲） 

 （3）認知症に関する情報を発信する場の設置  

２ 認知症の早期発見・早期対応の促進 

取組等 （1）認知症予防教室の開催 （2）認知症初期集中支援チームの設置・運営 

３ 認知症の人やその家族などへの支援の充実 

取組等 （1）認知症ケアパスの周知 （2）認知症カフェの設置・運営 

 （3）下松認知症を支える会 （4）くだまつ絆ネットの活用促進（再掲） 

 （5）ヘルプカードの周知・普及 （6）チームオレンジの整備 
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基本目標４ 医療・介護連携の推進 

１ 在宅医療・介護連携の推進 

２ 終活安心支援事業の推進 

取組等 （1）終活安心支援講座  

 

 

基本方針２ 自分らしく生き生きと暮らせる体制づくり 

 高齢化が進展する中で、高齢者が自分の能力に応じて自立した日常生活を営むこ

とができるように支援する取組を進める必要があります。誰もが長く元気に活躍で

きる社会の実現を目指し、健康寿命の延伸を図るための取組を進めるとともに、要

介護状態や要支援状態になることを未然に防ぐ取組、要介護状態などの軽減もしく

は悪化を防止する取組を進めます。高齢化に伴い増加する疾患（フレイルなど）の

対策は、生活機能全体の向上に寄与します。高齢者の保健事業と介護予防の一体的

な実施を推進し、高齢者の健康づくりや適切な医療サービスなどにつなげることで、

介護予防・重度化防止や疾病予防・重症化予防の促進を目指します。 

 

基本目標１ 健康づくりの推進 

１ 健康づくりの推進 

取組等 （1）生活習慣の改善 （2）生活習慣病の予防 

 （3）高齢者の健康 （4）健康づくりに関する環境の整備 

 

基本目標２ 介護予防の推進・充実 

１ 介護予防・生活支援サービス事業 

取組等 （１）訪問型サービス （２）通所型サービス 

 （３）介護予防ケアマネジメント （４）住民互助型によるサービスの支援 

２ 一般介護予防事業 

取組等 （１）教室型 （２）グループ活動型 

（３）講演会など  

３ 通いの場の拡充 

取組等 （1）ふれあいいきいきサロン等活動支援  

４ 介護予防対象者の把握 

５ 保健事業と介護予防の一体的な実施 
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基本目標３ 社会参加の促進と生きがいづくり 

１ 社会参加機会などの充実 

取組等 （１）地域活動組織支援事業 （２）高齢者バス利用助成事業 

 （３）敬老事業 （４）老匠位選奨事業 

 （５）下松市老人集会所の管理運営 （６）下松市地域交流センターの管理運営 

 （７）老人福祉会館などの事業運営 （８）ボランティアグループ 

 （９）老人クラブの助成 （10）下松市シルバー人材センターへの支援 

 （11）公民館活動  

 

基本目標４ 生活のニーズに応じたサービスの提供 

１ 在宅生活を支える制度の充実 

取組等 （１）高齢者バス利用助成事業（再掲） （２）緊急通報装置設置運営事業 

 （３）食の自立支援事業 （４）在宅ねたきり老人等紙おむつ給付事業 

 （５）移送サービス費助成事業 （６）寝具乾燥事業 

 （７）高齢者訪問理美容助成事業 （８）訪問介護利用助成事業 

 

 

基本方針３ 災害に備えた避難支援体制づくり 

災害対策基本法に基づき、災害などで避難する時に手助けを必要とする人に対し、

避難行動要支援者避難支援プラン（個別計画）を提出してもらい、その人の早期の

避難につなげるため、避難を支援する団体などと情報を共有しています。 

 要支援者の避難を支援する団体などに避難の手助けを強いることができないため、

要支援者の避難行動につなげられる方法を構築する必要があります。災害時の近隣

住民などからの支援を組み込んだ避難支援プラン（個別計画）を災害時のケアプラ

ンとして作成するなど、早期に避難行動を起こすことができるさまざまな取組の研

究を進めます。平時から福祉避難所に関する取組を進め、災害時に福祉避難所を速

やかに開設・運営ができるように努めます。 

 

基本目標１ 要配慮者避難支援体制づくり

１ 避難行動要支援者避難支援制度の推進 

取組等 （1）避難行動要支援者避難支援プラン（個別計画） 

 （2）防災ラジオを活用した早期避難の推進 （3）災害時福祉タクシー利用助成 

２ 福祉避難所の開設・運営に関する取組の推進  

取組等 （１）円滑な福祉避難所の開設・運営 

３ 社会福祉施設などに対する災害対策などに関する取組の推進 
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基本方針４ 円滑な介護保険制度の運営 

 適切な介護サービスなどを提供するために、地域の実情などに応じた介護サービ

ス体制の整備を図るとともに、適切な介護施設の整備を図ります。介護保険料の負

担とのバランスを考慮しながら、円滑な介護保険制度の運営に努めます。 

また、介護保険制度への信頼を高め、持続可能な介護保険制度の構築に資するた

め、介護給付適正化計画に基づき、介護給付の適正化に取り組みます。 

（基本目標などは、第８期介護保険事業計画に記載） 


